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開設の⽬的・概要　等

遠隔診療を⽤いたSociety 5.0時代の医療を実現させることを⽬標として、モバイルヘルスをはじめとしたIoMT機器からの個⼈の健康やライフスタイルに関する情報を収集し、⼈⼯知能を活⽤した疾患発
症リスクの予測や⾏動変容の促進ならびに予防医療・予測医療・個別化医療・参加型医療の実現に向けた遠隔医療システムを構築する。
　本講座では、上記⽬標達成のために以下の1)から4)研究を期間内に実施する。
1) 遠隔診療のニーズ調査
2) 遠隔診療のPoC実施による課題調査
3) モバイルヘルスを⽤いた⽣体情報収集の妥当性・信頼性・同等性検証試験
4) 遠隔診療のインフラ開発
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国内学会発表 20 ⼩川葉⼦, ⼭⼝昌彦, 細⾕友雅, 猪俣武範, 内野美樹, 佐藤真⾥, 清⽔映輔、難治性ドライアイへの対策 Part Ⅴ、インストラクションコース、第77回⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 21 ⼤森加歩, 廣澤邦彦, 猪俣武範, ⾚崎安序, 奥村雄⼀, 梛野健, ⻩天翔, 諸岡裕城, 中尾新太郎、COVID-19罹患後に網膜動脈分枝閉塞症を発症した⼀例、第77回⽇本臨床眼科学会、東
京、2023年10⽉7⽇



国内学会発表 22 廣澤邦彦, ⾚崎安序, 佐渡⼀成, 奥村雄⼀, 藤尾謙太, 梛野健, ⻩天翔, 猪俣武範、コンタクトレンズ処⽅管理⽀援システム導⼊による購⼊者の再診率への影響の検討、第77回⽇本臨床眼科学
会, 東京、 2023年10⽉7⽇

国内学会発表 23 広⽥雅和, ⾚崎安序, 奥村雄⼀, ⾜⽴剛也, 中尾新太郎, 猪俣武範、スマートフォンの画像から結膜の充⾎を判定するAIソフトウェアの検証、第77回⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 24 諸岡裕城, 猪俣武範, 梛野健, 猪俣明恵, 江⼝敦⼦, 奥村雄⼀, 藤尾謙太, ⾚崎安序, ⻩天翔, 中尾新太郎、ドライアイ⾃覚症状とライフスタイルの関連: アプリを⽤いた⼤規模臨床研究、第77回
⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 25 伊藤賀⼀, 上野勇太, ⼭⼝剛史, ⼩⽥昌宏, 前⽥直之, 北⼝善之, 前原紘基, 宮崎⼤, ⼦島良平, 宮⽥和典, 猪俣武範, 加藤直⼦, 坪⽥欣也, 柚⽊達也, ⼤湊絢, 近間泰⼀郎, 森健策, ⼤
⿅哲郎、ディフューザー写真で学習済みの⾓膜AIモデルにスリット写真を⼊⼒した際の精度検証、第77回⽇本臨床眼科学会総会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 26 不殿⼤蔵, 上野勇太, ⼭⼝剛史, ⼩⽥昌宏, 前⽥直之, 北⼝善之, 前原紘基, 宮崎⼤, ⼦島良平, 宮⽥和典, 猪俣武範, 加藤直⼦, 坪⽥欣也, 柚⽊達也, ⼤湊絢, 近間泰⼀郎, 森健策, ⼤
⿅哲郎、⾓膜をスマートフォンで撮影する際のガイドの有無による拡⼤率の⽐較、第77回⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 27 錫⾕学, 前原紘基, 上野勇太, ⼭⼝剛史, 北⼝善之, 宮崎⼤, ⼦島良平, 猪俣武範, 加藤直⼦, 近間泰⼀郎, ⼤湊絢, 柚⽊達也, 坪⽥欣也, ⽯⿓鉄樹, ⼤⿅哲郎、スマートフォンで撮影した前
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国内学会発表 28 前原紘基, 上野勇太, ⼭⼝剛史, 北⼝善之, 宮崎⼤, ⼦島良平, 猪俣武範, 加藤直⼦, 近間泰⼀郎, ⼤湊絢, 柚⽊達也, 坪⽥欣也, ⼩⽥昌宏, ⽯⿓鉄樹, ⼤⿅哲郎、スマホ及びスリット写真を
⽤いた前眼部疾患のAI分類結果がもたらす, 眼科医の診断変化、第77回⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 29 ⽶原倫⼦, 中川雄次, 綾塚祐⼆, 猪俣武範, 内尾英⼀, 海⽼原伸⾏, 河合萌⼦, 清⽔映輔, 南場研⼀, 福島敦樹, 福⽥憲, 藤島浩, 三村達哉, 原祐⼦, 佐々⽊慎⼀, 宮崎⼤、アレルギー性結
膜疾患画像データベースの構築と画像AI診断⽀援、 第77回⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 30 北⼝善之, 吉永優, 上野勇太, 前原紘基, ⼭⼝剛史, 宮崎⼤, ⼦島良平, 猪俣武範, 加藤直⼦, 近間泰⼀郎, ⼤湊絢, 柚⽊達也, 坪⽥欣也, ⼩⽥昌宏, ⽯⿓鉄樹, ⼤⿅哲郎、前眼部疾患診
断⽀援AIのスマートフォン実装およびPC版との精度⽐較、第77回⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉7⽇

国内学会発表 31 岩崎莉佳⼦, 北⼝善之, 吉永優, 上野勇太, 前原紘基, ⼭⼝剛史, 宮崎⼤, ⼦島良平, 猪俣武範, 加藤直⼦, 近間泰⼀郎, ⼤湊絢, 柚⽊達也, 坪⽥欣也, ⼩⽥昌宏, ⻄⽥幸⼆, ⼤⿅哲郎、
前眼部疾患診断⽀援スマートフォンAIアプリの再現性の検討、第77回⽇本臨床眼科学会、東京 2023年10⽉7⽇

国内学会発表 32 三宅正裕, 加藤浩晃, 猪俣武範, 秋⼭雅⼈、これから「テクノロジー×眼科」の話をしよう Episode7、インストラクションコース、第77回⽇本臨床眼科学会、東京、2023年10⽉9⽇ ○

国内学会発表 33 Nagino K, Midorikawa-Inomata A, Eguchi A, Okumura Y, Yee A, Fujio K, Akasaki Y, Kunihiko H, Huang T, Inomata T、The minimal clinically important difference 
of app-based patient-reported outcomes for hay fever、第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会、東京、2023年10⽉20⽇ ○

国内学会発表 34 Miyagawa A, Sato S, Futamura M, Ogawa Y, Nakajima S, Inomata T, Kan-o K, Kurashima Y, Sakashita M, Masaki K, Adachi T、Real-world clinical research on 
atopic dermatitis in Japan utilizing the medical databases of National Hospital Organizations (NHO)、第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会, 東京 2023年10⽉20⽇

国内学会発表 35 猪俣武範、モバイルヘルスによる花粉症の臓器横断的解析による疾患の多様性理解、第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会、東京、2023年10⽉22⽇

国内学会発表 36 ⾚崎安序, 広⽥雅和, 猪俣武範, 梛野健, 江⼝敦⼦, 猪俣明恵, 中尾新太郎、スマホアプリで収集した花粉症の眼症状を予測する軽量モデルの開発、第4回眼科AI学会、横浜、2023年11⽉23⽇

国内学会発表 37 本吉絢, 梛野健, 猪俣武範、新型コロナウイルス感染症流⾏前と流⾏中における花粉症予防⾏動と花粉症症状の変化、 第4回眼科AI学会、横浜、2023年11⽉23⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 猪俣武範、ドライアイの多様性の解明: スマホアプリによるデータ駆動型解析 〜Society5.0時代の医療とデジタルセラピューティックス〜、第363回岩⼿眼科集談会、盛岡、2023年1⽉21⽇



特別講演・
招待講演 2 猪俣武範、ドライアイに対するスマホアプリを⽤いた診断補助⾦、第３１回⽇本医学会総会博覧会オンライン市⺠公開講座、オンライン、2023年1⽉30⽇

特別講演・
招待講演 3 猪俣武範、眼科診療におけるデジタルヘルスとスマホアプリ型ドライアイ診断補助⽤プログラム医療機器の開発、第16回東北眼科フォーラム、オンライン、2023年2⽉12⽇

特別講演・
招待講演 4 猪俣武範、主体的にキャリアを描く、福井⼤学 第16回臨床研究のすすめ、オンライン、2023年2⽉20⽇

特別講演・
招待講演 5 猪俣武範, ⽥川義晃, ⼭⽥昌和, 横井則彦、クイズで学ぶドライアイ、ジクアスL X発売記念講演会、東京、2023年4⽉2⽇

特別講演・
招待講演 6 猪俣武範、Society5.0時代の医療-順天堂⼤学AIインキュベーションファームと⼤学発ベンチャー企業InnoJin株式会社の展望-、シンポジウム, 未来を「議論」する Web3 シンポジウム〜ウェルビーイン

グ・ヘルスケア〜、東京、2023年4⽉10⽇

特別講演・
招待講演 7 猪俣武範、データ駆動型多階層横断的研究による眼疾患に対するP4医療の実現、TamaNagayamaイノベーションセミナー, オンライン、 2023年6⽉12⽇

特別講演・
招待講演 8 猪俣武範、眼科診療におけるデジタルヘルスとスマホアプリ型ドライアイ診断補助⽤プログラム医療機器の開発、LIME研究会オンラインセミナー、オンライン、 2023年8⽉23⽇

特別講演・
招待講演 9 猪俣武範、主体性をもってキャリアを描く 、江⼾川学園取⼿⾼等学会卒業⽣講話、取⼿、茨城、2023年8⽉26⽇


